特別養護老人ホーム光明荘
１．施設目標
　　　品質マネジメントシステム「ＩＳＯ９００１・２００８」の効果的な運用の継続を行なう為に、利用者に満足してもらえるサービスの提供についての見直しを行ない、利用者お一人おひとりのライフスタイル、生活歴に合わせたサービスの在り方を検討していきます。
　　　地域福祉の拠点となる施設の活動として、地域での認知症カフェの在り方や運営を模索し、更に地域の福祉ニーズの掘り起こしを行っていきます。地域包括ケアシステムに向けた活動を和泉市とともに行っていきます。
２．事業方針

　　(１)介護・生活支援サービスの向上　
　　　「心が通う支援」を目指し、利用者が「自分らしい生活」を実現できるよう居室担当者がご利用者の「私の気持ちシート」を作成し、個別ケア、24時間シートの充実を行っていきます。また、昨年まで行っていた「オムツ外し」の取り組みを継続サービスとして取り入れ、個別にＡＤＬとＩＡＤＬの向上に努めていきます。
　　　また、実施している看取りケアをマニュアル化し、ご家族、また職員も安心して、看取りを迎えることができるように体制を整えていきます。
(２)専門性の高いケアの提供
個別ケア、24時間シートに計画された利用者の望む暮らしの実現のため、介護、看護、機能訓練、管理栄養士の各専門性を活かし、ケアプランと連動したその人らしい暮らしを送れるよう、また生きがいにつながるサービスの提供、療養、生活の中にリハビリを取り入れたサービスの提供をおこなっていきます。また、認知症専門ケア加算の取得要件を満たす認知症実践者研修、認知症リーダー研修受講者を増員し専門性を高めた認知症ケアを行っていきます。
さらには、短期入所、デイサービスにおける中重度の受け入れに対する看護介護の連携と個別機能訓練加算に伴う在宅訪問等の機会を活用しながら、施設と在宅との継続支援を行っていきます。

　　　　　

　　(３)人材育成と職場環境の整備
　　　　　深刻な人員不足の中、職員全体による業務の見直し・改善をすることで、円滑に業務が進み、安定したケアが提供できるように努めます。

　　　　昨年より開始した初任者研修を継続するとともに和泉市の開催する初任者研修を受託できるように進めていき、人材の確保につながる活動を継続していきます。また、非常勤職員の　　　　　採用に伴う研修体制の充実をさらに検討し、職員の定着に繋げて、職員の目線で働きやすい職場環境の改善を提案していきます。
(４)地域福祉の推進

　　　昨年度、地域の老人会館にて開催を始めた「伏屋町カフェ」（認知症カフェ）において、民生委員、自治会役員等とのつながりにより、閉じこもりや表面化していないニーズの掘り起こしを行っていきます。また、校区内におけるコミュニティレストランの必要性を探り、実現への検討を行っていきます。
　　　　また地域内の重度要介護者の外出支援の必要性を掘り起こし、企画、実行していきます。

３．平成28年度ステップアップ事業
（1） 光明荘におけるリハビリのあり方検討会

1 取り組み内容

個人の生活に大きくかかわるリハビリテーションの在り方をどのように提供していくかを各専門職、各部署がチームを組んで取り組み、サービスの質の向上を目指します。　　
2 達成目標
満足度アンケートにおいて、光明荘として看護、リハビリの追加項目を設け、満足度を図っていきます。在宅においては、介護度の維持、改善を目標とします。
（2） グッドコミュニケーション委員会
①取り組み内容
特養における職員間のコミュニケーションの円滑化と職場環境の改善に取り組んでいきます。
②達成目標
職員満足度アンケートにおける満足度アップ
　　　　　　　　　　　　　

４．施設の管理
　　(１)建物設備等の管理について
①老朽化している設備機器の維持と交換時期について

入浴機器が老朽化し、修理部品の製造中止により修理不能となりつつあるため、安全に入浴していただくために特殊浴槽の入れ替えの検討を行っていきます。また、大規模改修時の未改修の部分の管理についても整備していきます。

　　　
　　(２) 事業管理について

①福祉避難所としての管理について
　　　　　昨年度、福祉避難所として指定されたことにより、災害時における準備として備蓄品等の整備と管理を継続的に行っていきます。
　　　　　

５．事業・サービスの推進（施設サービス）
　（１）特別養護老人ホーム事業　　　
1 感染症への取り組み
これまでの感染症への取り組みをベースに今年度は感染症罹患者を複数出さないよう、予防と早期発見に努めていきます。

②もっと広く施設を知ってもらう
地域の有効な社会資源になるよう地域の医療機関や老人保健施設、居宅介護事業所の職員を対象とした施設見学会等を開催し、地域の学校をはじめとする団体・個人による施設見学等を積極的に受け入れ、施設を多くの方に知っていただくようなイベントを企画します。
６．事業・サービスの推進（居宅サービス・障がい含む）
（１）訪問介護事業
①同行訪問の見直しについて
登録ヘルパーのスキルアップや質の向上の為、サービス提供責任者やベテランヘルパーが同行し指導を行っていきます。
②喀痰吸引の実施について
介護、障害ともに重度の方が在宅生活を続けることができるように介護福祉士や喀痰吸引等業務登録ヘルパーを増やし、新規依頼があった際、すぐに対応できる体制を整えます。

（２）訪問入浴介護事業
①中重度の受け入れについて

　医療との連携を密に行い医療ニーズの高い重度の介護・障がいの方を積極的に受け入れます。
（3） 通所介護事業
1 中重度の受け入れについて

中重度の方や医療ニーズの高い方の受け入れを積極的に行う為、他職種間での連携をより密に行い、体調・病状の変化を早期に発見し、ご家族、関係機関と連携し、悪化予防に努めます。また、個別機能訓練に力を入れ体力測定やメニューの変更を行い、利用者自身のモチベーションアップに視点を置き、個々の体力の維持・向上が目に見える形でできる工夫を行い、在宅生活の継続が維持できるよう支援するとともに、デイ家族会の定期開催を行います。
（４）短期入所生活介護事業
①施設入所待機者に向けてのスムーズな取り組み
精神的、医療的に重度になられる利用者がスムーズに施設での生活への移行ができるように、チームとしてのアセスメントを強化し、個別ケアに重点を置いていきます。　
　
（５）居宅介護支援事業

①個別から地域のマネジメント構築について
近隣地域で相談会を行い、地域ニーズ・利用者ニーズを把握し、望まれているサービス提供の検討・構築を行います。また、地域包括ケアシステムの一翼を担えるよう、医療との連携を図り、積極的に地域ケア会議等に参加していきます。
　
（６）在宅介護支援センター（ＣＳＷ）

①総合相談窓口としての地域での活動
　　　　　ＣＳＷの活動が地域には浸透しつつありますが、より一層関係機関との連携を強化し、地域住民からの相談を受け止め、ワンストップで対応するという役割を遂行します。
　　　　　地域で実施される会議や研修等へ参加し地域情報収集に努めます。大阪府社会福祉協議会で実施されている研修会に参加するなどし、ＣＳＷとしてのスキルアップを図ります。
　
（７）地域包括支援センター

①地域ケア会議の充実について
　　　　　地域包括ケアシステムの取り組みの中で、個別ケア会議を実施し、課題解決に向け、専門職(医療・介護)との連携を図ります。また、金銭管理が困難な高齢者を支援する為、行政や日常生活自立支援事業、社会貢献事業等の関係機関と連携を取りながら生活困窮から自立できる体制を構築していきます。
　　　　　小学校区別で住民が取り組んでいる地域福祉活動計画について支援していきます。その中で、災害時要援護者支援についても、徘徊模擬訓練等を通して住民が主体的に取り組めるよう支援します。
認知症高齢者支援についてはネットワークを充実するため、地域にある企業体（コンビニエンスストアや金融機関等）との連携強化を図り、認知症サポーターの養成とサポーターが活躍できる場を開拓していきます。
７．地域公益事業の推進

（１）取り組むべき課題
閉じこもりとなっている高齢者とその家族への課題解決
1 閉じこもり高齢者の掘り起こしと課題の抽出
2 閉じこもり高齢者の食の確保と外出の機会提供
3 重度要介護者の支援としての外出援助の在り方検討

（２）実施内容

1 各町にオレンジカフェ（和泉市認知症カフェ）を立ち上げていくため、地域包括支援センターとの協力体制を図っていきます。
2 認知症カフェにおける、地域ボランティア、若年性認知症の方の活動の場を提供できるための計画を立てていきます。
3 コミュニティレストランの必要性を探り、立ちあげの準備を行っていきます。
4 在宅で過ごされている要介護者の外出支援を行ないます。普段、家族介護者だけでは行くことが困難な場所にも、積極的に対応できるような体制を整えます。

